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１ 生活環境保全条例について
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神奈川県の環境関係条例の構成神奈川県の環境関係条例の構成

県廃棄物県廃棄物県廃棄物県廃棄物のののの不適正処理不適正処理不適正処理不適正処理のののの防止等防止等防止等防止等にににに関関関関するするするする条例条例条例条例

県生活環境県生活環境県生活環境県生活環境のののの保全等保全等保全等保全等にににに関関関関するするするする条例条例条例条例

県環境影響評価条例県環境影響評価条例県環境影響評価条例県環境影響評価条例

大気汚染防止法第大気汚染防止法第大気汚染防止法第大気汚染防止法第４４４４条第条第条第条第１１１１項項項項のののの規定規定規定規定によによによによ

るるるる排出基準及排出基準及排出基準及排出基準及びびびび水質汚濁防止法第水質汚濁防止法第水質汚濁防止法第水質汚濁防止法第３３３３条第条第条第条第

３３３３項項項項のののの規定規定規定規定によるによるによるによる排水基準排水基準排水基準排水基準をををを定定定定めるめるめるめる条例条例条例条例

県自然環境保全条例県自然環境保全条例県自然環境保全条例県自然環境保全条例

県環境基本条例県環境基本条例県環境基本条例県環境基本条例

県地球温暖化対策推進条例県地球温暖化対策推進条例県地球温暖化対策推進条例県地球温暖化対策推進条例
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県生活環境の保全等に関する条例１県生活環境の保全等に関する条例１

◎◎◎◎ 目的目的目的目的

このこのこのこの条例条例条例条例はははは、、、、神奈川県環境基本条例神奈川県環境基本条例神奈川県環境基本条例神奈川県環境基本条例（（（（平成平成平成平成８８８８

年神奈川県条例第年神奈川県条例第年神奈川県条例第年神奈川県条例第12121212号号号号））））のののの本旨本旨本旨本旨をををを達成達成達成達成するためするためするためするため、、、、

工場及工場及工場及工場及びびびび事業場事業場事業場事業場のののの設置設置設置設置についてのについてのについてのについての規制規制規制規制、、、、事業活事業活事業活事業活

動及動及動及動及びびびび日常生活日常生活日常生活日常生活におけるにおけるにおけるにおける環境環境環境環境のののの保全保全保全保全のためののためののためののための措措措措

置置置置そのそのそのその他環境保全上他環境保全上他環境保全上他環境保全上のののの支障支障支障支障をををを防止防止防止防止するためにするためにするためにするために必必必必

要要要要なななな事項事項事項事項をををを定定定定めるめるめるめることによりことによりことによりことにより、、、、現在及現在及現在及現在及びびびび将来将来将来将来のののの

県民県民県民県民のののの健康健康健康健康をををを保護保護保護保護するとともにするとともにするとともにするとともに、、、、生活環境生活環境生活環境生活環境をををを保保保保

全全全全することをすることをすることをすることを目的目的目的目的とするとするとするとする。。。。
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県生活環境の保全等に関する条例２県生活環境の保全等に関する条例２

◎◎◎◎ 特徴特徴特徴特徴

○○○○ 公害公害公害公害にににに加加加加ええええ、、、、よりよりよりより広広広広いいいい環境問題環境問題環境問題環境問題にににに対応対応対応対応

○○○○ 工場等工場等工場等工場等にににに加加加加ええええ、、、、よりよりよりより広範広範広範広範なななな環境負荷環境負荷環境負荷環境負荷のののの原因原因原因原因

者者者者にににに対応対応対応対応

○○○○ 強制的手法強制的手法強制的手法強制的手法にににに加加加加ええええ、、、、誘導的手法誘導的手法誘導的手法誘導的手法のののの導入導入導入導入

○○○○ 県県県県のののの責務責務責務責務のののの明確化明確化明確化明確化

○○○○ 行政手続行政手続行政手続行政手続のののの公正公正公正公正・・・・明確化明確化明確化明確化、、、、簡素簡素簡素簡素・・・・合理化合理化合理化合理化
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化学物質対策の変遷１

公害防止条例による規制

■ 事業場公害防止条例

（昭和26年）

■ 神奈川県公害の防止に関する条例

（昭和39年）

■ 神奈川県公害防止条例

（昭和46年）
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化学物質対策の変遷２

化学物質の自主管理

■ 先端技術産業立地環境対策暫定指針

（平成２年）

■ 神奈川県化学物質環境安全管理指針

（平成３年）

■ 先端技術産業立地化学物質環境対策指針

（平成５年）
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化学物質対策の変遷３

生活環境保全条例生活環境保全条例生活環境保全条例生活環境保全条例のののの制定制定制定制定

■■■■ 神奈川県生活環境神奈川県生活環境神奈川県生活環境神奈川県生活環境のののの保全等保全等保全等保全等にににに関関関関するするするする条例条例条例条例

（（（（平成平成平成平成９９９９年年年年１０１０１０１０月公布月公布月公布月公布、、、、平成平成平成平成１０１０１０１０年年年年４４４４月施行月施行月施行月施行））））

これまでのこれまでのこれまでのこれまでの工場等工場等工場等工場等にににに対対対対するするするする公害規制公害規制公害規制公害規制のののの仕組仕組仕組仕組みにみにみにみに加加加加ええええ、、、、

新新新新たにたにたにたに地球環境地球環境地球環境地球環境のののの保全保全保全保全をををを含含含含むむむむ広広広広いいいい環境問題環境問題環境問題環境問題にににに対応対応対応対応するとするとするとすると

ともにともにともにともに、、、、事業者自事業者自事業者自事業者自ららららがががが計画的計画的計画的計画的にににに環境負荷環境負荷環境負荷環境負荷のののの低減低減低減低減にににに向向向向けてけてけてけて

取取取取りりりり組組組組むむむむ制度制度制度制度をををを設設設設けたけたけたけた。。。。

化学物質の自主管理を規定

「化学物質環境安全管理指針」の主要な部分を盛り込む
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化学物質対策の変遷４

化管法化管法化管法化管法のののの施行施行施行施行（（（（平成平成平成平成13131313年年年年））））

第第第第39393939条条条条 適正管理適正管理適正管理適正管理

第第第第40404040条条条条のののの2222 安全性影響度安全性影響度安全性影響度安全性影響度のののの評価評価評価評価

第第第第41414141条条条条 情報提供情報提供情報提供情報提供

第第第第42424242条条条条 削減取組削減取組削減取組削減取組のののの推進等推進等推進等推進等

条例改正条例改正条例改正条例改正（（（（平成平成平成平成１６１６１６１６年年年年４４４４月月月月））））

■ 化管法化管法化管法化管法とととと連携連携連携連携してしてしてして事業者事業者事業者事業者によるによるによるによる自主管理自主管理自主管理自主管理をををを推進推進推進推進

■■■■ 化管法化管法化管法化管法とととと条例条例条例条例のののの重複重複重複重複するするするする規定規定規定規定のののの整理整理整理整理、、、、見直見直見直見直しししし

■■■■ 先端技術指針先端技術指針先端技術指針先端技術指針のののの条例化条例化条例化条例化
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２ 条例第４２条の概要について
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化学物質の適正な管理

－条例の枠組み－

■ 化学物質適正管理（第39条、第40条）

化学物質適正管理と指針

■ 安全性影響度評価（第40条の２、３）

安全性影響度評価と指針

■ 情報提供（第41条）

化学物質情報の提供

■ 化学物質削減取組の推進等（第42条）

化学物質管理目標の作成と報告
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化学物質の削減に向けた取組の推進

（第42条）

第第第第42424242条第条第条第条第１１１１項項項項

事業者事業者事業者事業者のうちのうちのうちのうち、、、、化管法第化管法第化管法第化管法第２２２２条第条第条第条第５５５５項項項項にににに規定規定規定規定するするするする第第第第１１１１種指定種指定種指定種指定

化学物質等取扱事業者化学物質等取扱事業者化学物質等取扱事業者化学物質等取扱事業者にににに該当該当該当該当するするするする者者者者はははは、、、、同法第同法第同法第同法第５５５５条第条第条第条第２２２２項項項項のののの

規定規定規定規定にににに基基基基づくづくづくづく届出届出届出届出のののの際際際際にににに、、、、規則規則規則規則でででで定定定定めるところによりめるところによりめるところによりめるところにより、、、、化学化学化学化学

物質管理目標物質管理目標物質管理目標物質管理目標をををを作成作成作成作成しししし、、、、当該当該当該当該化学物質管理目標化学物質管理目標化学物質管理目標化学物質管理目標及及及及びびびび当該届出当該届出当該届出当該届出

にににに係係係係るるるる化学物質化学物質化学物質化学物質のののの取扱量取扱量取扱量取扱量そのそのそのその他規則他規則他規則他規則でででで定定定定めるめるめるめる事項事項事項事項をををを知事知事知事知事にににに報報報報

告告告告しなければならないしなければならないしなければならないしなければならない。（。（。（。（一部改変一部改変一部改変一部改変））））

第第第第２２２２項項項項

化学物質管理目標化学物質管理目標化学物質管理目標化学物質管理目標をををを作成作成作成作成したしたしたした事業者事業者事業者事業者はははは、、、、当該当該当該当該化学物質管理化学物質管理化学物質管理化学物質管理

目標目標目標目標のののの達成状況達成状況達成状況達成状況についてについてについてについて、、、、知事知事知事知事にににに報告報告報告報告しなければならないしなければならないしなければならないしなければならない。。。。

（（（（一部改変一部改変一部改変一部改変））））
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化学物質の削減に向けた取組の推進

（第42条）

第第第第３３３３項項項項

知事知事知事知事はははは、、、、前前前前２２２２項項項項のののの規定規定規定規定によりによりによりにより報告報告報告報告されたされたされたされた事項事項事項事項をををを、、、、規則規則規則規則でででで定定定定

めるところによりめるところによりめるところによりめるところにより取取取取りまとめりまとめりまとめりまとめ、、、、そのそのそのその結果結果結果結果をををを公表公表公表公表するものとすするものとすするものとすするものとす

るるるる。。。。

第第第第４４４４項項項項

第第第第１１１１項項項項のののの規定規定規定規定によりによりによりにより化学物質管理目標化学物質管理目標化学物質管理目標化学物質管理目標をををを作成作成作成作成したしたしたした事業者事業者事業者事業者はははは、、、、

県民県民県民県民にににに対対対対しししし、、、、当該当該当該当該化学物質管理目標及化学物質管理目標及化学物質管理目標及化学物質管理目標及びびびび当該化学物質管理目当該化学物質管理目当該化学物質管理目当該化学物質管理目

標標標標のののの達成達成達成達成のののの状況状況状況状況にににに関関関関するするするする情報情報情報情報をををを提供提供提供提供するようするようするようするよう努努努努めなければなめなければなめなければなめなければな

らないらないらないらない。。。。

第第第第５５５５項項項項

知事知事知事知事はははは、、、、前項前項前項前項のののの規定規定規定規定によりによりによりにより化学物質管理目標化学物質管理目標化学物質管理目標化学物質管理目標をををを作成作成作成作成したしたしたした事事事事

業者業者業者業者がががが当該化学物質管理目標及当該化学物質管理目標及当該化学物質管理目標及当該化学物質管理目標及びびびび当該化学物質管理目標当該化学物質管理目標当該化学物質管理目標当該化学物質管理目標のののの達達達達

成成成成のののの状況状況状況状況にににに関関関関するするするする情報情報情報情報をををを県民県民県民県民にににに提供提供提供提供するにするにするにするに当当当当たりたりたりたり、、、、助言助言助言助言そのそのそのその

他他他他のののの支援支援支援支援をををを行行行行うものとするうものとするうものとするうものとする。。。。
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県条例第４２条に基づく化学物質削減に

向けた取組みの体系

事業者

県

県民

目標の報告

（第１項）

報告の取りまとめ

達成状況の報告

（第２項）

結果の公表

（第３項）

事業者自ら情報提供

（第４項）

県の情報提供支援

（第５項）

（（（（化管法化管法化管法化管法にににに基基基基づくづくづくづく第一種指定化学物質取扱事業者第一種指定化学物質取扱事業者第一種指定化学物質取扱事業者第一種指定化学物質取扱事業者））））

化学物質管理目標の作成
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条例第42条の届出対象事業者の要件(P.３)

①業種業種業種業種 ：２４の業種

②事業者規模事業者規模事業者規模事業者規模 ：常用雇用者数２１人以上

③年間取扱量等年間取扱量等年間取扱量等年間取扱量等：第１種指定化学物質１ｔ以上取扱の

事業所（特定第一種指定化学物質は0.5ｔ以上）

又は

：特別要件を満たす施設がある事業所

④所在地 ：横浜市及び川崎市以外の神奈川県内

事
業
者者 者者

事
業
所所 所所
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条例第42条の報告対象の判定フロー(P.３)

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前
年

度
に

管
理

目
標

を
報

告
し

ま
し

た
か

？
 

前年度に管理目標を報告しましたか？ 

事業所は横浜市・川崎市以外の神奈川県内に所在しますか？ 

製造業など24業種に該当する事業を営んでいますか？ 

会社全体で常時使用される従業員数は21人以上ですか？ 

事業所の化学物質の年間取扱量が一定量以上ですか？ 

または、事業所に特定要件施設が設置されていますか？ 

管理目標と達成状況の報告が必要 管理目標の報告が必要 

報
告

不
要

 

YES 

達成状況の報告が必要 

YES 

YES 

YES 

YES 

YES 

NO 

NO 

NO 

NO 

NO 

NO 

NO 

N O 
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条例の報告と化管法の届出の比較(＊注意点等)

 

 

 

【条例】 

化学物質管理目標などの報告 

【化管法】 

ＰＲＴＲ制度に基づく届出 

対 象 事 業 者 同じ 

届出・報告する物質 同じ 

届出・報告する内容 

化学物質の取扱量（使用量・製造

量）、化学物質管理目標、化学物質管

理目標の達成状況 

化学物質の排出量、移動量 

  

条例第条例第条例第条例第42424242条条条条のののの報告報告報告報告はははは化管法化管法化管法化管法ののののＰＲＴＲＰＲＴＲＰＲＴＲＰＲＴＲ制度制度制度制度とととと連携連携連携連携、、、、補完補完補完補完するものするものするものするもの
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条例第42条の報告

■ あて先(P.11)

○ 神奈川県知事

※ 相模原市内に所在する事業所は相模原市長

■ 報告事項(P.５～８、16～20)

① 対象化学物質の取扱量

② 化学物質によるリスク低減に向けた化学物質

管理目標

③ 化学物質管理目標の達成状況

④ 対象化学物質の用途
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報告までの流れ(P.１)

１ 化学物質ごとに「取扱量（使用量及び製造量）」、

「排出量」及び「移動量」を算出

２ 化学物質ごとに「管理目標」を設定

３ 化学物質ごとに「達成状況」を把握（前年度に管理

目標を報告している場合）

４ 報告書の作成（報告用エクセルファイルを利用）

５ 報告書の提出（事業所の所在地により提出先が異な

ります）

６ 報告期間は毎年４月１日～６月30日
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化学物質管理目標の設定と達成状況の把握(P.４) 【初 年 度】             【次年度以降】               

化学物質管理目標の設定 及び 目標を達成するための計画の策定 
 計画の実施  

達成状況の把握 及び 対策の効果の検証 （必要に応じて） 計画の変更 新しい目標の設定と計画の策定 
計画の実施 

管理目標の報告 

達成状況の報告 （管理目標の報告） 

管理目標の作成手順（例）  ①事業所の評価   環境中へ排出している 化学物質の把握 ↓ ②優先項目の抽出 比較的環境負荷の大きい 工程・物質等 ↓ ③指標の選定 排出量、移動量から選定 ↓ ④取組内容の検討 より効率的な技術導入や 自主測定など ↓ ⑤目標の作成 具体的な数値目標等の決 定（排出量を○○kg削減 等） 

自主管理

どの物質を

どのくらい

削除するか

自ら決定

数値目標以外にも

管理システム導入

マニュアルの策定

社内教育の実施等
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条例第42条の報告項目(P.５～８)

①①①① 化学物質管理目標化学物質管理目標化学物質管理目標化学物質管理目標（（（（県条例施行規則第県条例施行規則第県条例施行規則第県条例施行規則第40404040条条条条））））

アアアア 化学物質化学物質化学物質化学物質のののの名称名称名称名称、、、、年間取扱量年間取扱量年間取扱量年間取扱量、、、、用途用途用途用途…………化管法化管法化管法化管法にににに基基基基づくづくづくづく排出量等排出量等排出量等排出量等

のののの届出届出届出届出にににに係係係係るものるものるものるもの

イイイイ 指標項目指標項目指標項目指標項目…………化学物質管理目標化学物質管理目標化学物質管理目標化学物質管理目標をををを作成作成作成作成するにあたってするにあたってするにあたってするにあたって指標指標指標指標となるとなるとなるとなる

項目項目項目項目

ウウウウ 達成目標及達成目標及達成目標及達成目標及びびびび達成予定期間達成予定期間達成予定期間達成予定期間…………指標項目指標項目指標項目指標項目ごとのごとのごとのごとの目標数値等目標数値等目標数値等目標数値等

エエエエ 取組内容取組内容取組内容取組内容…………指標項目指標項目指標項目指標項目のののの達成目標達成目標達成目標達成目標をををを実現実現実現実現するためにするためにするためにするために取取取取りりりり組組組組むむむむ内容内容内容内容

②②②② 化学物質管理目標達成状況化学物質管理目標達成状況化学物質管理目標達成状況化学物質管理目標達成状況（（（（県条例施行規則第県条例施行規則第県条例施行規則第県条例施行規則第40404040条条条条のののの２２２２））））

アアアア 化学物質化学物質化学物質化学物質のののの名称名称名称名称…………化学物質管理目標化学物質管理目標化学物質管理目標化学物質管理目標をををを作成作成作成作成したしたしたした化学物質化学物質化学物質化学物質のののの名称名称名称名称

イイイイ 指標項目指標項目指標項目指標項目…………化学物質管理目標化学物質管理目標化学物質管理目標化学物質管理目標をををを作成作成作成作成するにあたってするにあたってするにあたってするにあたって指標指標指標指標としたとしたとしたとした

項目項目項目項目

ウウウウ 達成状況達成状況達成状況達成状況…………指標項目指標項目指標項目指標項目のののの達成状況達成状況達成状況達成状況

エエエエ 取組内容取組内容取組内容取組内容…………指標項目指標項目指標項目指標項目のののの達成目標達成目標達成目標達成目標をををを達成達成達成達成するためにするためにするためにするために取取取取りりりり組組組組んだんだんだんだ内内内内

容容容容
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報告書の作成(P.９～21)

① 「（表）面」

報告者（事業者）や事業所に関する情報を記載

② 「（裏）面」

化学物質管理目標のとりまとめと連絡先を記載

③ 「付表」

管理目標・達成状況等を記載

次のウェブサイトから報告用エクセルファイルを

ダウンロードして作成してください

http://www.pref.kanagawa.jp/cnt/f7013/p23630.html

相模原市内に所在する事業所は

http://www.city.sagamihara.kanagawa.jp/kankyo/kogai/016338.html
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「報告書（表）」(P.10～12)第18号様式の２（第40条、第40条の２関係）（表） （用紙　日本工業規格Ａ４縦長型）*①*①*①*①*②*②*②*② 年 △△△△ 月 △△△△ 日神奈川県知事　殿 *③*③*③*③郵便番号住　　所氏　　名 ㊞(代理人) 第１項の規定により 年度の化学物質第２項の規定により 年度の化学物質管理目標 *④*④*④*④管理目標の達成状況 *⑤*⑤*⑤*⑤*⑥*⑥*⑥*⑥*⑦*⑦*⑦*⑦ 1111 ）人 人（ 年 4444 月 1111 日現在） （ 年 4444 月 1111 日現在）年 △△△△ 月 △△△△ 日1111 書面 磁気ディスク(フロッピーディスク等)電子届出(電子情報処理組織を使用した届出）付表(届出化学物質報告書)のとおり1111 付表(届出化学物質報告書)のとおり1111 別添のとおり目標設定初年度1111 目標実施 年目( ヶ年計画)化学物質管理目標　　複数選択可届出化学物質の名称及び取扱量等 3333
1281281281284040404020××20××20××20××

事業所の所在地事業所の種類 指定事業所

#VALUE!20△△20△△20△△20△△
20△△20△△20△△20△△231-8588231-8588231-8588231-8588横浜市中区日本大通横浜市中区日本大通横浜市中区日本大通横浜市中区日本大通１１１１株式会社神奈川金属株式会社神奈川金属株式会社神奈川金属株式会社神奈川金属 代表取締役代表取締役代表取締役代表取締役　　　　神奈川太郎神奈川太郎神奈川太郎神奈川太郎

届出方法
株式会社神奈川金属株式会社神奈川金属株式会社神奈川金属株式会社神奈川金属 湘南工場湘南工場湘南工場湘南工場平塚市平塚市平塚市平塚市 西八幡西八幡西八幡西八幡１１１１－－－－３３３３－－－－１１１１

届出年月日
主たる業種事業所の常用雇用者数 （産業分類番号金属製品製造業

20××20××20××20××　神奈川県生活環境の保全等に関する条例第42条 
20××20××20××20××

事業所の名称
全事業所の常用雇用者数

を次のとおり報告します。
指定外事業所

化学物質管理目標作成・達成状況報告書

20△△20△△20△△20△△特定化学物質の環境への排出量の把握等及び管理の改善の促進に関する法律第５条第２項の届出状況2800280028002800
#VALUE!#VALUE! #VALUE!

化学物質管理目標報告年度　　複数選択可 3333

*⑧*⑧*⑧*⑧*⑨*⑨*⑨*⑨
*⑪*⑪*⑪*⑪*⑫*⑫*⑫*⑫

*⑩*⑩*⑩*⑩

①報告日

②あて先

③報告者

④報告文

⑤事業所の名称

⑥事業所の所在地

⑦事業所の種類

⑧主たる業種

⑨常用雇用者数

⑩ＰＲＴＲの届出状況

⑪化学物質管理目標

⑫化学物質管理目標報告年度
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「報告書（裏）」(P.13～15)(裏) 1111 化学物質ごと化学物質を取り扱う作業ごと1111 事業所全体1111 その他1111 安全性影響度ランク その他：１　取扱量①使用量 ②製造量 ③その他２　排出量1111 ①大気 1111 ②水質 ③埋立 ④その他３　移動量①下水道　 1111 ②廃棄物等４　公害防止設備の変更等1111 ①設置 1111 ②構造の変更 ③使用方法の変更 ④その他５　その他①現状維持 ②自主測定等 ③その他：化学物質の減量化（指標項目番号： - , - , - , - )1111 より低毒性の化学物質への代替（指標項目番号： 2222 - ①①①① , 3333 - ②②②② , - , - )1111 化学物質使用工程の改善（指標項目番号： 2222 - ①①①① , 3333 - ②②②② , 4444 - ①①①① , 4444 - ②②②② )1111 付表枚数(番号 ～ 枚 )1111 その他
担当者氏名電話番号 内線：連絡先 0463-22-XXXX0463-22-XXXX0463-22-XXXX0463-22-XXXX安全管理課環境管理係安全管理課環境管理係安全管理課環境管理係安全管理課環境管理係 2233223322332233３　添付書類の欄は、付表以外に添付した書類がある場合には、その添付した種類の名称を（　）内　に記入してください。２　「事業所の常用雇用者数」及び「全事業所の常用雇用者数」の欄は、報告年度の４月１日（年度　の途中に事業を開始した事業所においては事業を開始した日）現在の人数を記入してください。１　□のある欄には、該当する□内に 1 を記入し、必要に応じて化学物質管理目標に係る書類を添付　してください。 藤沢三郎藤沢三郎藤沢三郎藤沢三郎

添付書類添付書類添付書類添付書類１１１１：：：：20202020××××××××年度年度年度年度にににに住民説明会住民説明会住民説明会住民説明会をををを開催開催開催開催しましたのでしましたのでしましたのでしましたので、、、、そのそのそのその概概概概要要要要をををを添付添付添付添付しますしますしますします。。。。添付書類添付書類添付書類添付書類２２２２：：：：20202020××××××××年度年度年度年度のののの安全性影響度評価結果安全性影響度評価結果安全性影響度評価結果安全性影響度評価結果はははは「「「「ⅢⅢⅢⅢ－－－－３３３３」」」」でしでしでしでしたたたた。。。。評価表評価表評価表評価表をををを添付添付添付添付しますしますしますします。。。。添付書類 31 3333

化学物質管理目標の概要
管理目標を作成する対象項目　　複数選択可

指標項目と主たる取組内容　　複数選択可
指標項目　　複数選択可

備考
*④*④*④*④*⑤*⑤*⑤*⑤

*②*②*②*②
*③*③*③*③

*①*①*①*① ①管理目標を作成する対

象項目

②指標項目

③指標項目と主たる取組

内容

④添付書類

⑤連絡先

①～③は次の付表をとりまとめて

記入します。
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「報告書 付表」(P.16～20)

ＰＲＴＲ届出対象化学物質

すべてについて、化学物質

ごとに作成します。

①届出化学物質名称等

②用途

③取扱量

④化学物質管理目標の概要

⑤化学物質管理目標の達成

状況

付表 (番号  ) 届出化学物質報告書*①*①*①*①*②*②*②*②*③*③*③*③ kg/年 kg/年年 （ 年～ 年）指標項目番号（ 2222 - ①①①① , 3333 - ②②②② , 4444 - ①①①① , 4444 - ②②②② )Kg Kg Kg% % %取組内容（着眼点（有害性、効率性）等を含め具体的に記載すること）
KgKgKgKgKgKgKgKg2222 - ①①①① , 3333 - ②②②② , 4444 - ①①①① , - )Kg Kg Kg% % %当該年度の取組内容（指標項目ごとに具体的に記載すること）

化学物質管理目標の概要 【例】　使用量及使用量及使用量及使用量及びびびび排出量排出量排出量排出量がががが多量多量多量多量ののののトリクロロエチレントリクロロエチレントリクロロエチレントリクロロエチレンについてについてについてについて、、、、使用量使用量使用量使用量のののの見直見直見直見直しとしとしとしと設備改善設備改善設備改善設備改善によりによりによりにより３３３３年間年間年間年間でででで排出量排出量排出量排出量をををを3333,,,,000000000000kgkgkgkg（（（（20202020□□□□□□□□年度年度年度年度200200200200kgkgkgkg、、、、20202020××××××××年度年度年度年度800800800800kgkgkgkg、、、、20202020△△△△△△△△年度年度年度年度2222,,,,000000000000kgkgkgkg）、）、）、）、移動移動移動移動量量量量をををを600600600600kgkgkgkg（（（（20202020□□□□□□□□年度年度年度年度100100100100kgkgkgkg、、、、20202020××××××××年度年度年度年度200200200200kgkgkgkg、、、、20202020△△△△△△△△年度年度年度年度300300300300kgkgkgkg））））削減削減削減削減することをすることをすることをすることを目標目標目標目標としとしとしとしてててて設定設定設定設定したしたしたした。。。。　　　　最終年度最終年度最終年度最終年度にあたるにあたるにあたるにあたる20202020△△△△△△△△年度年度年度年度はははは、、、、20202020××××××××年度年度年度年度にににに導入導入導入導入したしたしたした活性炭処理施設活性炭処理施設活性炭処理施設活性炭処理施設のののの本格稼動本格稼動本格稼動本格稼動によりによりによりにより排排排排出量出量出量出量をををを2222,,,,000000000000kgkgkgkg削減削減削減削減、、、、回収回収回収回収・・・・リサイクルリサイクルリサイクルリサイクル装置装置装置装置のののの改良改良改良改良によりによりによりにより移動量移動量移動量移動量をををを300300300300kgkgkgkg削減削減削減削減することすることすることすること目標目標目標目標とすとすとすとするるるる。。。。化学物質管理目標の達成状況
設定年度 20□□20□□20□□20□□ 年 当該年度の設定目標 排出量削減排出量削減排出量削減排出量削減 800800800800

【例】　20202020□□□□□□□□年度年度年度年度はははは、、、、使用量使用量使用量使用量のののの見直見直見直見直しによりしによりしによりしにより、、、、排出量排出量排出量排出量をををを200200200200kgkgkgkg、、、、移動量移動量移動量移動量をををを100100100100kgkgkgkg削減削減削減削減しししし、、、、目標目標目標目標をををを達成達成達成達成したしたしたした。。。。　20202020××××××××年度年度年度年度はははは、、、、排出量排出量排出量排出量についてはについてはについてはについては、、、、予定予定予定予定どおりどおりどおりどおり活性炭処理施設活性炭処理施設活性炭処理施設活性炭処理施設をををを導入導入導入導入したことによりしたことによりしたことによりしたことにより800800800800kgkgkgkg削削削削減減減減しししし、、、、目標目標目標目標をををを達成達成達成達成できたができたができたができたが、、、、移動量削減移動量削減移動量削減移動量削減についてはについてはについてはについては、、、、当初予定当初予定当初予定当初予定していたしていたしていたしていた回収回収回収回収・・・・リサイクルリサイクルリサイクルリサイクル装置装置装置装置改良改良改良改良のののの時期時期時期時期がががが遅遅遅遅れたためれたためれたためれたため、、、、100100100100kgkgkgkgのののの削減削減削減削減にとどまりにとどまりにとどまりにとどまり、、、、目標目標目標目標をををを達成達成達成達成できなかったできなかったできなかったできなかった（（（（改良改良改良改良はははは20202020△△△△△△△△年年年年度度度度になるになるになるになる予定予定予定予定）。）。）。）。目標一部達成目標一部達成目標一部達成目標一部達成 移動量削減移動量削減移動量削減移動量削減排出量削減排出量削減排出量削減排出量削減 800800800800
３　「用途」が複数ある場合は、すべて記載してください。備考 １　今回初めて報告する化学物質については、化学物質名称、用途、取扱量及び化学物質管理　目標の概要を記載してください。

3333 20□□20□□20□□20□□移動量削減移動量削減移動量削減移動量削減排出量削減排出量削減排出量削減排出量削減用　途取扱量

目標の達成状況

20△△20△△20△△20△△製造量

100100100100

2,0002,0002,0002,000
200200200200

化学物質化学物質化学物質化学物質のののの使用工程使用工程使用工程使用工程のののの改善改善改善改善 総量総量総量総量
1 12,00012,00012,00012,000名称：届出化学物質名称等 トリクロロエチレン 株式会社神奈川金属湘南工場事業所名称： 0000 政令番号：洗浄洗浄洗浄洗浄、、、、界面活性剤界面活性剤界面活性剤界面活性剤などなどなどなど 281281281281使用量達成予定期間

指標項目番号（
総量総量総量総量達成目標 300300300300

移動量削減移動量削減移動量削減移動量削減

２　前年度に報告して今回報告対象とならなかった化学物質については、化学物質名称、取扱　量及び化学物質管理目標の達成状況のみ記載してください。５　「目標の達成状況」及び「当該年度の取組内容」の欄には、達成予定期間が複数年にまた　がる場合は、達成予定期間内の報告する当該年度の前年度の達成状況又は取組内容を記載す　ることとし、記載しきれないときは、この様式の例により作成した書面に記載して、その書　面を添付してください。

*④*④*④*④
*⑤*⑤*⑤*⑤

４　「達成目標」及び「取組内容」の欄には、達成予定期間が複数年にまたがる場合は、達成　予定期間内の報告する当該年度の達成目標又は取組内容を記載することとし、記載しきれな　いときは、この様式の例により作成した書面に記載して、その書面を添付してください。

総量総量総量総量 総量総量総量総量

アアアアイイイイ ウウウウエエエエオオオオ カカカカキキキキククククケケケケココココ
ササササ シシシシ スススス セセセセ ソソソソタタタタ チチチチツツツツテテテテ トトトトナナナナニニニニヌヌヌヌネネネネ
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３ 県内の化学物質の排出状況に

ついて
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神奈川県内のＰＲＴＲデータに基づく

全排出量の状況

年度別･排出源別排出状況

12,739 11,687 12,646 11,955 10,898 9,630 9,250 7,927
14,692 10,285 2,257 2,499 2,477 2,508 2,485 2,227
4,352 4,520 4,464 4,694 5,292 4,772 4,471 4,388
4,563 7,027 5,600 6,064 5,843 4,848 4,224 3,942
2,423 2,259 2,232 2,081 1,943 1,812 1,705 1,916

05,00010,00015,00020,00025,00030,00035,00040,00045,000

Ｈ13年度 Ｈ14年度 Ｈ15年度 Ｈ16年度 Ｈ17年度 Ｈ18年度 Ｈ19年度 Ｈ20年度

（トン／年）
届出排出量 届出外排出量（対象業種） 届出外排出量（非対象業種） 届出外排出量（移動体） 届出外排出量（家庭）

Ｈ13全排出量38,769t Ｈ14全排出量35,778t Ｈ15全排出量27,199t Ｈ16全排出量27,293t Ｈ17全排出量26,454t Ｈ18全排出量23,571t Ｈ19全排出量22,135t Ｈ20全排出量20,400t
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業種別の届出排出量

届出排出量上位届出排出量上位届出排出量上位届出排出量上位10101010業種業種業種業種

184200204
259 540599 798917 3,578

124
0 1,000 2,000 3,000 4,000

プラスチック製品製造業鉄鋼業下水道業電気機械器具製造業出版・印刷・同関連産業一般機械器具製造業金属製品製造業ゴム製品製造業化学工業輸送用機械器具製造業

（トン／年）
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物質別の届出排出量

767779
136174 444 963 2,531 2,810

60
0 1,000 2,000 3,000

スチレントリクロロエチレンテトラクロロエチレンほう素及びその化合物ふっ化水素及びその水溶性塩塩化メチル塩化メチレンエチルベンゼンキシレントルエン

（トン／年）

届出排出量上位届出排出量上位届出排出量上位届出排出量上位10101010物質物質物質物質
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県条例に基づく平成21年度化学物質

管理目標等報告の概要

【【【【報告状況報告状況報告状況報告状況】】】】

平成平成平成平成21212121年度年度年度年度にはにはにはには、、、、条例条例条例条例にににに基基基基づきづきづきづき、、、、

県域全体県域全体県域全体県域全体のののの950950950950事業所事業所事業所事業所（（（（含化管法届含化管法届含化管法届含化管法届

出対象外出対象外出対象外出対象外39393939事業所事業所事業所事業所））））からからからから、、、、化学物質化学物質化学物質化学物質

のののの取扱量取扱量取扱量取扱量やややや管理目標管理目標管理目標管理目標、、、、そのそのそのその達成状況達成状況達成状況達成状況

についてについてについてについて報告報告報告報告がありましたがありましたがありましたがありました。。。。（（（（化管化管化管化管

法届出者数法届出者数法届出者数法届出者数：：：：929929929929事業所事業所事業所事業所、、、、報告書提報告書提報告書提報告書提

出率出率出率出率：：：：98.1%98.1%98.1%98.1%））））

燃料小売業

369 (38.8％)

その他の業種

264(27.8％)

輸送用機械

器具製造業

71 (7.5％)

電気機械

器具製造業

44 (4.6％)

金属製品

製造業

49 (5.2％)

自動車

整備業

65 (6.8％)

化学工業

88 (9.3％)
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平成20年度の目標達成状況と平成21年度の目標

－排出量－

■平成20年度の排出量目標は312ｔの削減

削減実績は768ｔであり、目標を達成

 

3,0004,0005,0006,0007,0008,000

H16年度実績 H17年度目標 H17年度実績 H18年度目標 H18年度実績 H19年度目標 H19年度実績 H20年度目標 H20年度実績 H21年度目標

407トン削減 593トン削減 160トン削減 582トン削減 155トン削減
排出量

491トン削減 312トン削減
(ﾄﾝ/年)

6,026トン 5,258トン
768トン削減 46トン削減
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平成20年度管理目標（排出量削減目標）の

達成状況

平成20年度管理目標（排出量削減目標）の達成状況《排出量削減目標順》

業種名 H20削減目標 H20削減実績 達成状況

　①　輸送用機械器具製造業 177トン／年 279トン／年 達　成

　②　ゴム製品製造業 87トン／年 204トン／年 達　成

　③　非鉄金属製造業 19トン／年 173トン／年 達　成

　④　金属製品製造業 13トン／年 46トン／年 達　成

　●　その他の業種 16トン／年 66トン／年 達　成

　●　全業種計 312トン／年 768トン／年 達　成

 
平成20年度管理目標（排出量削減目標）の達成状況《排出量削減目標順》

物質名 H20削減目標 H20削減実績 達成状況

　①　トルエン 181トン／年 457トン／年 達　成

　②　キシレン 65トン／年 184トン／年 達　成

　③　エチルベンゼン 39トン／年 61トン／年 達　成

　④　テトラクロロエチレン 10トン／年 14トン／年 達　成

　●　その他の物質 17トン／年 52トン／年 達　成

　●　全物質計 312トン／年 768トン／年 達　成
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平成20年度の目標達成状況と平成21年度の目標

－使用量－

■平成20年度の使用量削減目標は1,217tの削減

削減実績は33,524tであり、目標を達成

■取扱量は平成19年度と比較して39,699tの削減

 

100,000140,000180,000220,000260,000300,000340,000

H16年度実績 H17年度目標 H17年度実績 H18年度目標 H18年度実績 H19年度目標 H19年度実績 H20年度目標 H20年度実績 H21年度目標使用量 取扱量（使用量＋製造量）

1,832トン削減 3,543トン削減(ﾄﾝ/年) 1,937トン削減1,908トン増加 1,683トン削減 5,157トン削減 1,217トン削減 33,524トン削減321トン削減276,811トン 243,287トン
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平成20年度管理目標（使用量削減目標）の

達成状況

 
平成20年度管理目標（使用量削減目標）の達成状況《使用量削減目標順》

業種名 H20削減目標 H20削減実績 達成状況

　①　化学工業 612トン／年 9,615トン／年 達　成

　②　ゴム製品製造業 447トン／年 1,942トン／年 達　成

　③　非鉄金属製造業 39トン／年 680トン／年 達　成

　④　輸送用機械器具製造業 35トン／年 2,344トン／年 達　成

　●　その他の業種 84トン／年 18,943トン／年 達　成

　●　全業種計 1,217トン／年 33,524トン／年 達　成

 

平成20年度管理目標（使用量削減目標）の達成状況《使用量削減目標順》

物質名 H20削減目標 H20削減実績 達成状況

　①　ﾌﾀﾙ酸ﾋﾞｽ（2-ｴﾁﾙﾍｷｼﾙ） 438トン／年 1,484トン／年 達　成

　②　無水マレイン酸 202トン／年 271トン／年 達　成

　③　トルエン 140トン／年 6,359トン／年 達　成

　④　p-オクチルフェノール 52トン／年 30トン／年 達　成

　●　その他の物質 385トン／年 25,380トン／年 達　成

　●　全物質計 1,217トン／年 33,524トン／年 達　成
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条例第42条関連のリンク先

■ 化学物質対策とＰＲＴＲ（神奈川県）

http://www.pref.kanagawa.jp/cnt/f7013/

■ 化学物質安全情報提供システム（ｋｉｓ－ｎｅｔ）

（神奈川県環境科学センター）

http://www.k-erc.pref.kanagawa.jp/kisnet/

■ 化学物質対策（相模原市）

http://www.city.sagamihara.kanagawa.jp/kankyo

/kogai/018115.html
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条例第42条の問い合わせ先

本日御説明させていただきました条例第42条の報告に

関するお問い合わせ先

○ 神奈川県環境農政局環境部大気水質課調整グループ

電話：０４５－２１０－４１０７

又は

提出先の地域県政総合センター環境部

○ 相模原市環境経済局環境共生部環境保全課

電話：０４２－７６９－８２４１

相模原市環境経済局環境共生部津久井環境課

電話：０４２－７８０－１４０４


